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拡がる居場所 
―新宿区戸山団地の空地利用による再生― 
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This proposal is spreading a space to want staying for inhabitants living in Toyama apartment a housing 
complex in Shinjuku Ward. The apartment can’t build more buildings by building code. Then,I propose a 
resusciatation method by using vacand land and space by tent and wall. 
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１． はじめに 
新宿区戸山団地の住民の居場所とはどこだろうか？ 
高齢者が住民の半数以上を占める戸山団地。そこには買
い物以外、外に出ないといった住民が多く存在した。 
私達は日々、朝自宅を出て、学校や会社へと向かい時
間を過ごす。仕事や勉強、部活が終わると自宅へと帰る。 
時にはその途中で友人と食事をしたり、一人で図書館で
本を読んだりと思い思いの時間を過ごす。 
その趣味や活動の場は、自宅や会社(学校)に次ぐ第３の
居場所としてサードプレイスと呼ばれる。 
戸山団地の敷地内に住民やその近隣住民の為のサード
プレイスとなる居場所を設計することで、現在街に溶け
込んでない団地を馴染ませる。周囲の人々を引き込む魅
力的な公園的空地を作ることで、これまでとは異なる団
地再生を行う。 
 
２． 研究方法 
高齢者の集中する戸山団地を調査し、その現状をまと
める。また事例研究として実際に近年行われている団地
再生や、人の溜りや界隈を生み出す公園・広場などラン
ドスケープデザインの事例研究[１]を行い、本計画に生
かし再生計画を行う。 
 
３． 空間構成 
既存の団地の空地を利用した計画のため、建蔽率、容
積率ともに限られる。その為、建築物として算定されな
い様、壁と天幕を用いた構築物を設計する。 
（１）天幕による空間[２] 
天幕はその使い方にも様々なものがあり、歩行空間や
滞留空間など、持ち主の嗜好により布は変化する。 
 
a)天幕の高さ 
たとえば図１のように歩行空間においては比較的高い
位置に天幕を張り、図２の様にカフェ等滞留する空間に
接する場所には低めの天幕が張られ、囲まれた落ち着い
た雰囲気を醸し出す。天幕の骨組みの高さ、幕の垂れ具
合により空間に差異を出す。 
地面に近い天幕はくぐったり覗いたり、子どもの恰好
の遊び場となる。 
雨の日は天幕が傘の代わりとなり、傘を差さずに歩く
ことができる。（動線の誘導） 
 
 
図１ 雨天時の天幕による動線誘導 
 
図２ 斜めに張られた天幕 
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ｂ)天幕の非日常性 
縁日や朝市など、天幕には日よけの他にもお祭りや賑
やかさを想像させる装置としての役割も存在する。それ
は普段の生活とは少し異なる楽しさやわくわく感を髣髴
させる。団地という生活上必要最低限の空間に、非日常
的な天幕を設計することで、それらの干渉しあう結節点
を楽しむことができる。 
c)天幕の素材、構法 
素材にはゴアテックス（防水性と透湿性を両立させて
おり、水蒸気は通すが雨は通さない。主に登山用品に利
用される。重さは非常に軽く、性能にもよるが500Cｍ×
500Cｍで400ｇ以下。）を利用する。 
天幕を支える骨組み（角形鋼管50ｍｍ×50ｍｍを使用） 
高さ6000ｍｍ幅6000ｍｍを基本的な空間とし、隣接する
用途や起こるアクティビティにより変化する。（最少
3000mm、最大9000mm） 
（２）壁―滞留空間の抽出― 
駅や商業建築内の歩行空間の中にある（もしくは歩行を
中心とした空間）滞留空間について、その要素を抽出し
た。 
その結果、通行者は歩行空間の中から自分の留まりやす
い空間を上手く見つけ出し、滞留する事が分かった。図
３の様に、棚や自動販売機、柱と柱の隙間や壁のへこみ
等を見つけ出し、背中を壁に向け留まる。また見ず知ら
ずの他人とはある一定の距離を保ち、滞留する。 
 
 
 
 
 
 
 
図3 歩行空間における滞留の例 
 
４． 計画 
（１）敷地概要 
a)戸山団地 
高齢者が住民の半数を占める新宿区の都営戸山団地
（図４）の空地を利用して団地再生計画を行う。 
1948 年に建設された戸山アパート（図５）は老朽化を
理由に、1998 年から 2007 年にかけて全 16 棟が建て替え
られた。その際、住民の憩いの場であった園芸などが行
われる庭がなくなった。また階段室型から片廊下型へ、
４階から 13 階へ高層化などにより住民のコミュニティ
が崩壊したとされている。 
現在、団地の庭（図６）は以前のような活気やにぎわ
いはなく、駐車場や歩行空間のみとして存在しており、
空間をもてあました空地となっている。その空地に図書
室やカフェといった人々を呼ぶ用途を用い、また膨大な
空地を生かす天幕と壁による空間を作ることで、団地内
外の人々を呼ぶ居場所を作っていく。 
図４ 現在の戸山団地 
 図５ 建て替え前の戸山アパート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 戸山団地の空地 
b)まちとの関係性 
所在地である新宿区百人町は都心でありながらも、2
階建など低層の戸建て住宅が多く存在する閑静な住宅
街である。その中に 13 階建ての高層団地や膨大な空地
（約 4000 ㎡）は明らかに異質である。その異質な団地
を周囲に溶け込ませる設計やプログラムを考える。 
（２）設計計画 
 a）プログラム[３] 
  上述のように、建築物として図書室（200 ㎡）、自習
室（35 ㎡）、カフェ（150 ㎡）を建築し、構築物として
天幕と壁を用いた空間を設計する。図書室のような静の
空間と共に、スポーツ施設であるバスケットコートやゲ
ートボールコートを併設することで、静と動の２つの居
場所を作り出す。 
 図書室を -800mm の半地下とし、その屋上（高さ
GL+2600）にバスケットコートを配置する。歩道から静
と動の相反する空間が両方みえ、街を徘徊する人々を引
き込む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７ 図書室部分断面パース 
建物全体にうっすらと天膜がかかる  
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b）周囲の人を引き込む 
巨大なボリュームでまちを分断している戸山団地の、1
階部分を通路空間として減築して抜き、隣にある西戸山
小学校、新宿戸山中学校の生徒や公園利用者を引き込む。
これまで団地住民の歩行空間だった空地が、中学校利用
者や雨宿りの場所として新たな利用がされるようになる。 
 
 
図８ 隣の生徒たちが団地のピロティを 
くぐりぬけ、庭に遊びに来る。 
黄緑：団地 グレー：学校 
 
c）天幕による空間 
これまで空き地でしかなかった広場に天幕が張られる
ことによって、アクティビティが溢れ出す。ところどこ
ろに立つ壁は適度に視界を遮り、歩き回る面白さをつく
りだす。天幕は動線を作り出しにぎやかさを生むと共に、
建物同士、団地同士、まちを結ぶ装置ともなる。また天
幕は柔らかく活動を区切り、人々に戸外だが室内のよう
な居心地の良さを与える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図９，１０ 天幕による空間（模型写真） 
 
５． おわりに 
結論：現在、減築など様々な方法で団地再生が行われて
いる。しかしその中で、団地外からの人々を呼び込んで
再生を行うものは少なく感じる。団地内に必要な用途だ
けでなく、その周囲の人々にも必要とされる用途を用い
ること。また仲の良い数人から、数十人まで様々な広さ
や好き嫌いに応じた様々な場所を用意すること。それら
が居場所を拡大するためには必要だと感じた。 
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